
令和6年度 介護ロボット地域フォーラム島根 アンケート集計

入場者数 185 72 回収率 39%

１．年齢について

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

人数 1 1 17 24 25 4

アンケート数
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6%

来場者の年齢
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２．お勤めの事業所のサービス種別を教えてください。

人数

①     介護老人福祉施設 25

②     介護老人保健施設 8

③     介護療養型医療施設 1

④     訪問介護 2

⑤     訪問入浴介護 0

⑥     訪問看護 0

⑦     訪問リハビリテーション 0

⑧     居宅療養管理指導 0

⑨     通所介護 5

⑩    通所リハビリテーション 2

⑪    短期入所サービス 1

⑫    小規模多機能型居宅介護 6

⑬    看護小規模多機能型居宅介護 0

⑭    夜間対応型訪問介護 0

⑮    定期巡回・随時対応型訪問介護 0

⑯    認知症対応型通所介護 0

⑰    認知症対応型共同生活介護 6

⑱    福祉用具 9

⑲    その他 7
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３．今回のシンポジウム参加の方でご意見があればお聞かせください。

・生産性向上を図るために、介護テクノロジーを取り入れていく必要がある事がよくわ
　かった。
・リビングラボの意味がわかりました。
・とても参考になりました。
・高校生も見学に来られていて、すごいと思いました。
・イメージ改善と言われた言葉がすてきだと思った。
・北欧の福祉は理想です。
・経営陣は、介護ロボット導入は加算取得が目的でしかない。
・導入への働きかけの一助になった。
・インカムを導入していく段階で、現在使用している施設での対応など参考にさせてもら
　いたい。人材確保が困難な状況で質を維持した支援ができるように職員の意識改革を
　行いながら協力体制を作っていきたいと思います。
・職員のゆとりにつながる取組みを進めていきたい。
・様々な介護ロボットや機器があることを知りました。実際現場では精神的負担を強いて
  いるので、今後眠りスキャンを導入予定です。それだけではなく様々なものを導入出来
　たらよいと思いました。たくさんの話を聞き大変勉強になりました。
・現場報告は非常に参考になった。
・お金がかかる事であるが、今後は必要だと思う。楽になる介護にしたい。
・今後どのように人材を確保するか、自施設でどう取組むべきかも考えさせられました。
  その1つとしてICTや介護ロボットの導入をしっかりと検討したいです。
・職員の負担軽減につなげられ、とても良いと思いました。
・3名の発表を聞き、県の状況・実践状況をみて結果に繋げられるよう自身も思考を変え
　ていく必要性があると感じた。
・職員が減る中、ロボットも活用しながら職員の負担をどう減らしていくのか勉強になっ
  た。
・ICT以外のシンポジウムもあれば参加したい。
・介護ロボットを導入したいが、何が自施設に適しているのかわからない。
・実際導入している施設の話が聞けて良かった。導入してどうだったかなど意見を直接聞
　くことができたことは今後の機器導入に向けて参考になった。
・もう少しゆっくり詳しく聞きたかった。
・介護現場で使用された内容が聞け、参考になった。
・最近のトレンドではと思いますので、今後も情報発信をお願いします。
・最新の介護機器が沢山あり、実際に使用方法や体験することができた。実際目に見たり
　触れる機会がなかったが、今回あらゆる場面での介護現場の現状に即した物があり驚い
  た。まだまだこの地域に導入している事業所は少ないと思うので、今後働き手が減少
　する中で、どんどん積極的に活用出来たら良いと思う。
・データに基づいて説明いただき、わかりやすかった。
・もっと深く話が聞きたかった。
・実際に見ることができ、勉強になりました。
・時間がもう少しあると良かった。(質疑応答など）
  内容がとても良かった。まとめも「その通り」とヒザポンでした。
・国、行政は設備に対し様々な支援・補助の拡大に力を入れてください。



４．体験展示、試用貸出についてご意見があればお聞かせください。

・わかりやすく説明していただきました。
・集計業務も多いので、その事務手続きを削減したい。
・インカム情報が欲しかったです。
・見守りセンサーなどもレンタルがあればいいな、と思いました。
・排泄ケアに関心があります。
・もう少し沢山のものを見たかった。
・見守りセンサーについてとても気になった。介護業務の負担軽減に使用したいと思う。
・プライバシーに配慮したカメラもあり、今後安全面・プライバシー両方のことを事を考
  え、利用者様にも説明する必要性を考えさせられました。
・開催頻度を増やして欲しい。施設でデモをして欲しい。
・実際に体験させていただき、職場で導入したい思いが強まりました。
・センサー作動が早ければ早いほど、事故を未然に防げると感じた。
・事前の準備が不十分なブースがあり、しっかりと展示物を確認することができなかった
　ので、WiFi環境などの確認をして頂きたい。使用に関して不安を感じることもあった。
・家族の負担を減らすために、排尿予測機器がとても良さそうだと思った。
・新しい技術を直接見ることができて良かった。
・介護ロボットについて知ることができ良かった。
・体験してみないとわからない介護ロボットがあり、高性能でびっくり！
・購入したい物もあった。
・移乗支援ロボット（パナソニックのリショーネ）のデモを希望します。インカム・自動
　運転もあれば希望します。バイタル測定等は、技術が確立したものをお願いします。
　入浴支援の体験がしたいです。
・体験できるコーナーばかりで、とてもわかりやすかった。実際に体験することが一番の
　近道だと思った。あとは、事業所がどのくらい積極的な導入できるかという部分はあ
　る。是非様々な会社の方にプレゼンをしてもらいたいと思った。
・導入時の費用・維持費・使用方法・システムトラブル時の対応など、見てわかるように
　してもらうと良かった。
・すごく良かった。
・インカムとLIFE支援について知りたかった。
・いろいろなタイプがあり、迷ってしまう。
・体験した装着型パワーアシストの貸出をして欲しい。パワーアシストのシンプル化、
　簡略化、ワンタッチ装着を求めます。
・前回と同じ会社が多く、新しいものも見たかった。
・思ったより介護ロボットの数は少ないと思いましたが、お話をうかがうと実りあるお話
　や情報が得られました。



５．今後、介護ロボットを利用していきたいですか。

６．今後、自分が被介護者となった場合に介護ロボットを使用した介護をうけ

　　たいですか。

７．今後、相談窓口やリビングラボを利用していきたいですか。
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８．相談窓口、リビングラボについてご意見があればお聞かせください。

【介護施設で働いている方へのご質問】

１．あなたの施設では介護ロボットの導入はされていますか。

①はい 28

②いいえ 28

２．はいと答えられた方、どのような機器を導入されていますか。

導入台数

17

2

6
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11

59

8

2

1

機器種類

①    移乗支援

②    移動支援

③    排泄支援

④   見守り・コミュニケーション

⑤    入浴支援

⑥    介護業務支援

⑧　食事・栄養管理支援

⑨　認知症生活支援・認知症ケア支援

・オンラインでの情報交換が良いです。

⑦　機能訓練支援
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３．介護ロボットの導入・活用にあたっての課題があれば教えてください。

4．生産性向上に関する委員会を設置していますか。

①はい 22

②いいえ 25

③設置予定 8

5．生産性向上推進体制加算の取得をお考えですか。

①はい 25

②いいえ 25

・高額であるため導入しにくい。レンタル等、リースで手軽に導入したりメンテナンス
　や指導助言を受けれると良い。
・ランニングコストの低減。
・介護ロボットは、ロボットというネームはやめた方が分かりやすい。介護機器で良いの
　では？
・高齢の職員にとって不安が強くあるので、簡単なロボットであると助かる。外国人の為
　の記録システム（母国語が介護専門用語に変換　される）があると良い。
・資金面。施設でどう浸透させていくか。
・移乗機器は場所をとるため、自施設では使えない印象を受けた。コンパクトなものが欲
　しい。
・ロボットの使用説明書をもう少し簡単にして欲しい。
・費用及び使い方。
・費用（導入・維持費）、使用方法の周知・教育指導。
・高い金額のものを購入し活用したはいいが、後で他にもっといいもの・自施設に適した
　ものがあった時、そのまま購入したものを使い続ける方がいいか、別のものを新たに
　購入した方がいいか迷います。
・柔軟な発想。新しい考え。固定観念の排除。ICT・ロボットなどPC知識やSNS関係の知識
　がある職員の確保。
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